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2013 年の七月上旬に実施した。対象は、本学工学部の一年生 133 名（有効回答 131）と北
























































































































































































































































14.・17. に関しては標準偏差が全問中最小の 0.70（対 17.）から 0.78（対 1.）の範囲に収
まり、最大値は 9.に関する 1.14 であった。一方、九工大生では、14.と 22.に関する 0.90
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も低下するお
それがある。省エネが叫ばれる現状では製造業のパフォーマンスを最高に発揮する
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工業製品と基本的に異ならず
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やってないからいいかなという雰囲気
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がある」とのことであった。
　二、三の学生たちによれば、こうした風潮の例外を成すのが、（英語によるコミュニケーショ
ン能力の向上と国際交流のため、2013 年春に本学に新設された）Language Loungeで接した外国人
（アジア系）の学生たちだった。彼らは、「学力もやる気も日本人の学生より一枚も二枚も
上」であり、彼らに触発され、自分自身の成長のために留学する意義も実感するに至った、
というのである。
　そもそも、学生たちの世界像や意見ないし志向の形成においては、マスメディアとそ
こで報じられる政界や経済界などの指導層の支配的な（時には理性的というよりセンセーショナ
ルな）論調、また、学生たちの交際の範囲で有力な声等が影響を及ぼしやすい、と推測す
ることができる。面接調査における学生たちの発言が示唆するのは、グローバル化のイ
メージにおける諸々の特徴や関心の多くも、そうした影響関係と結びついているという
ことである。
　言いかえれば、学生たちの情報源がマスメディア等の声高な言説や俗説に集中し、ま
たその交際の相手が同質的なそれに限られるほど、その視野は制約され、皮相な見方が
幅を利かせ、グローバル化に対するリアルな認識は形成されにくいであろう。グローバ
ル化のイメージ形成のいわば社会学的な検討を、社会的な絆 Tiesの弱さ等の要因に着目
して行なうことは興味深いテーマだが、他日に譲らざるをえない。だが、比較的同質的
で非知性的な環境（たとえば、前引の「雰囲気」）の影響力は、それと異質な存在との接触に
より変化しうる――そのことは、先の事例だけからでも明らかである。
　けだし、モティヴェーションの高い外国人学生との出会いは、学生の身近な生活圏内
で起きた、一見ささいな出来事であるが、やはりグローバル化の過程で生じた、異質な「他
者」との創造的な接触の一つであった。それが自己相対化を通して視野の拡大と知的な
成長の機会となったといえよう。
　外国人学生との交流や外国留学という、いわば現実のグローバル的な経験は、その意
味で非常に有益である。当然、本学でもそれらを学生に推奨し、そうした機会を拡充す
る必要がある。しかしまた、知的な未熟さや閉塞からの解放を促す「他者」との出会い
がこうした場面に専ら限られるわけではない（従って、体験（万能）主義に陥るべきではない）。
接触する対象の国籍や地位（学生か教員か、等）の別――さらにいえば、それが現実の人間
かそれとも「精神」を伝える書物などの媒体か等の相違さえも――にかかわりなく、開
放的で知的な精神に
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学ぶことこそが眼目だからである。本学の教育もその目標を明確に
掲げ、その実現のための具体的な教育の内容や方法を体系的に追求しなければならない。
84 本　田　逸　夫、ロバート・ロング
その意味で、Liberal Educationに連なる人間科学系の教育の役割は特に重要であろう。
結びにかえて
　最後に、反省と今後の研究の視点について簡単に述べることにする。
　先ず、第一の調査における技術的な問題として、設問の文章をより簡潔にし、論点を
絞ることが必要な場合がありうる。現実の論争は複数の論点が結合して行なわれがちだ
との事情等に鑑みると簡潔化が常に望ましいとは限らないとしても、それが検討課題の
一つであることは確かであろう。また、選択の表現や配点等にも改善の余地があろう。
たとえば、ある学生の意見のように、「賛成」や「反対」よりも、「（強く）そう思う」「（全
く）そう思わない」などの表現の方が、回答者の感覚に合っているかもしれない。
　本稿で指摘してきた、グローバル化のイメージにおける問題や課題についていえば、
その多くは、本学の学生だけの事情ではないだろう。さらに、それらは大学生だけの問
題とも限らない。むしろ、（現代の）日本社会の縮図といってよいものを多数、含んでいる、
とみておそらく間違いない。ただし、紙幅の制約もあり、その点に関する立ち入った分
析は省略した。
　またグローバル化の意味論、グローバル化像の形成に関する社会学的な探求というテー
マの探求や、グローバル化に関する教育の理念ないし目標である Global Citizenshipや
Global Competencyをめぐる議論と関連させた考察の展開も、他日に譲らざるをえない。
しかし、グローバル化のイメージやグローバル的な諸問題に関する意見の形成過程の探
求を進める上で有望な視点のいくつかは、これを得られたと思われる。
たとえば、今回の調査対象たる一年生に比べて、学部上級生や大学院生の回答はどのよ
うなものか？後者には成長がうかがわれるだろうか？さらに、男女の別や専攻・研究テー
マ等により回答の傾向に違いが見出されるか？違いがあるならば、その由来は何か？ま
た、国内外の工学系・非工学系の他大学の学生たちに比べて九工大生の回答に何か特徴
があるだろうか？
　そして、学生たちのイメージや意見の形成において、友人・知人、先輩、家族、教員
等の影響があるか？影響しているとすれば、それらは具体的にどのような方向や特徴を
もっているか？また、そこで読書はどんな役割を演じているのか？あるいはまた、質問
用紙を持ち帰らせて後日回答の提出を求めた場合は、講義時間内の調査に比べて、回答
の傾向が変化するだろうか？もし変化するならば、その理由や変化の内容はいかなるも
のか？
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　これらは、今後展開可能な研究の視角の一端にすぎない。しかし、たとえば以上のよ
うな諸々の視角から検討を重ねることで、本学の教育にかんしても、重要な示唆を得る
ことができよう。諸外国における、グローバル化にかんする教育の実例や研究に学ぶこ
とも、むろん欠かせない。
　グローバル化とは、前述のように複雑でダイナミックな過程である。それを適切に把
握しかつ対応するためには、広い視野と強靱で透徹した認識と思考、その意味での高度
かつ広範な知的能力が要求される。つまり、グローバル化とは、実践的な挑戦であると
同時に知的な挑戦でもあり、それに応えるには表面的なイメージや機会主義的な対応に
止まらぬ、真剣な取り組みが不可欠である。それは、まさに最高学府としての大学にお
ける教育と研究が任ずべき使命の一つであろう。本稿はその使命を果たすための第一歩
であり、より進んだ研究を先導する予備的な考察たらんとしたものである。
